
９月３０日(金)の事前打合せから始まり、１０月～１２月までの期間、「校外における職業体

験（デュアルシステム）」を実施します。保護者の皆様へは、すでに職業体験のお知らせと参加

同意書への御協力を頂きましてありがとうございました。 

 さて、「校外における職業体験（デュアルシステム）」のねらいとして、 

 

 

 

の２つを掲げています。 

地域就労支援協議会などの場で話題になる「障害雇用の現場での離職の原因」の最たる理由が

「人間関係の悩み」です。学校とは違い、社会では異年齢集団の中で仕事をします。そのような

環境でも仕事上必要な報連相や個人的な悩みなどを適切に相談することが大切です。授業や行事

の中でも地域の方と接する機会はありますが、この職業体験では多くの生徒が、「自分から従業

員さんに話しかける」を目標にして取り組みます。家庭や学校以外の大人との適切なかかわり方

を学ぶこと、様々な事業所で実際に業務を体験し、早い段階から業種の特性や特徴をある程度理

解することの２つを意識して頑張ってほしいです。生徒たちは事前学習では緊張した様子でした

が、１学期の体験学習同様、多くの経験を積むことのできる機会にしてほしいと思います。 

 

★今回、「校外における職業体験」の受け入れをしていただける事業所★ 

① 福祉交流館すてっぷ宮代    ② ファッションセンターしまむら宮代店 

③ ENEOS宮代東(株)入の店   ④ 姫宮保育園    

⑤ コモディイイダ北春日部店   ⑥ (株)新しい村    ⑦ (株)シンフォニア東武 

 

進路だより 宮代分校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

１０月から「ゲストティーチャーによる出前講座」として、校外より講師の方をお招き

して授業を行います。「就労にかかわること」や「卒業後の生活を豊かにするために」など

のテーマで様々な分野の専門の方にお願いをしております。そこで、授業内容に興味があ

り、御都合が合いましたら保護者の皆様にもぜひ出席していただき、生徒・保護者・教員

の３者にとって有意義な機会にしていきたいと考えております。その都度、お知らせにて

周知させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

春日部特別支援学校 宮代分校 

進路指導部 Vol, 5 

令和４年９月３０日(金) 

『可能性を広げ、協働する力と、自ら行動する力を育む』 

●いよいよ「校外における職業体験」が始まります● 

・地域資源を活用し、様々な大人とかかわることにより、作業能力だけでなく、社会性を高める 

・職業体験を通して、自己理解を深め、将来の職業選択の一助とする 

 

●「ゲストティーチャーによる出前講座」について● 



  

 

 

 

春日部特別支援学校 宮代分校    進路担当 栗田   TEL:0480-47-0033 

   

  [福祉施設に関わる近年の動向]  

先月号まで障害福祉サービスの種類について簡単ではありますがお伝えさせていただきまし

た。今回は７月に体験学習を行った「就労移行支援」と「自立訓練」のサービスのかかわりに

ついてお伝えさせていただきます。そもそも… 

就労移行支援 

原則２年間の利用期限があります。企業への就労や他サービス種の利用へ向けて、就労に必要な職業スキ

ルや社会性、基礎生活力を身につけるために、施設内で講座や職業訓練を受けたり、企業等で実習を行った

りします。また、就職活動のサポートとして適性に合った職場探しや就職後の定着支援なども行います。 

自立訓練（生活訓練） 

様々な障害のある方に対して自立した日常生活や社会生活が送れるよう、生活能力の維持や向上のために

トレーニングやアドバイスなどの支援を行うサービスです。原則２年間の利用期限があります。理想的な衣

食住だけでなく、地域参加にかかわることや社会的モラルやルールの学習など多岐にわたるプログラムがあ

り、個々人の悩みに応じた支援が行われております。 

「就労移行支援と自立訓練のかかわり」 

近年、サポート校の急増や特別支援教育のニーズの高まり、「働きたい」が様々な不安や悩

みを抱えた方、などを対象にした「就労移行支援事業所」が様々な地域で展開されており、春

特本校の卒業生も将来の就労に向けて利用しています。年齢の若いうちから入職し、職業人と

して頑張っていくこともとても素晴らしいですが、１８歳で就労することに不安を抱えている

方がもう少し心も体も成長してから就労を考えたほうが定着しやすいからといったニーズが地

域障害福祉の中では大きな割合を占めてきています。しかし、なかなか就労につながらないケ

ースもあり、その理由として「就労のスキル」ではなく「基本的な生活習慣」に大きな課題が

あげられるからです。何年も重ねてきた生活リズムを変えるのはなかなか時間がかかります。

そのため、「就労のスキル」よりも「生活習慣の改善」にさらに集中して取り組める自立訓練

サービスへの需要が増えています。同じ名前の事業 

所が「就労移行支援」「自立訓練」両方のサービス 

展開へ踏み切っているのはそのためです。６月の進 

路研修会でもお伝えしましたが、宮代分校在学中に 

適切な日常生活について見直してみましょう。進路 

先を決めるだけではなく、「より豊かに生活するため 

の力」をつけることが宮代分校のキャリア教育の 

目標です。今の自分の生活リズムや健康管理はどうでしょうか？ピラミッドにあるように土台

の部分をきちんと整えてから「就労のスキル」を身に着けていきましょう。 

進路だよりを通して、進路に関わるワード

（言葉や名称）の解説をしていきます。 

しんろワード 

④ 


